
開館日（16日） 交流スペース 相談スペース 作業スペース  合計 

件数 36 1 9 46 

4月より延数 213 19 47 279 

利用者数 88 1 15  104 

4月より延数 654 26 84 764 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

平成 26 年 9 月ご利用状況（速報値） 

 

 

湘南台市民活動プラザが湘南台文化センターの２階で活動を開

始して、もうすぐ１年が経ちます。初めは利用していただける団

体がなく、下見に来られる方々が一様に推進センターと比べると

交流スペースが狭い！！印刷機が１台しかない！！会議室がな

い！！と言って帰られました。 

あれから月日がたち「こんなに空いているなら使わなければ損じゃないか！！」「メンバーが北部に住

んでいる人が多いの」といった団体や「ここに来るといろいろな情報がたくさんある」と地域の方が来た

り、ボランティア先を探しに来てくれるようになり、少しずつですが利用者が増えてきました。 

県内では市民活動を支援するセンターの分館がある所はありません。市民活動は有意義なものだと考え

る多くの人達がここ藤沢にはたくさんいるという事ではないでしょうか。その期待に沿えるように、また、

県下ではきっと 1 番といえる掲示スペースを有効に活かし、市民活動をする多くの団体にとって活動しや

すい環境をめざしスタッフ一同いろいろと知恵を出す事を惜しまないようにしていきたいと考えていま

す。（堀） 

 

------------------------------------------------- 

日 時：2014 年 11 月 8 日(土) 10 時～12 時 

場 所：湘南台公民館 第 3 談話室 
------------------------------------------------- 

 

 手わざの１つとしての織物。歴史や現状を学び、使わなくなった布をよ

みがえらせる裂折りを体験します。材料費・織機の使用代がかかりますの

で、お申込みをお願いします。（前日まで） 

裂折りでのコースター作り 

プラザメッセージ バックナンバー 



 

 

  

 

 

 

 

  

 

                

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湘南台公民館事業にプラザの登録団体を企画の講師として紹

介、協力をさせていただきました。今回お願いしたのは、日本防

災士協会湘南支部の中根義之さん。9 月 10 日、「暮らしの中の防

災・減災」というテーマで 2 時間の講座を行っていただきました。

内容としてはまず、湘南台地区の地図を使って防災マップの作成

を行いました。 

こうして改めて地域のことを知った上で、災害ごとに想定される被害をグループで検討し、最後に発

表をするというものです。参加者が気づいた点をポストイットにどんどん書かれているのが印象的でし

た。今後も多くの経験と知恵をもつ団体の方々に協力をお願いしていきたいと考えています。 

発行：藤沢市湘南台市民活動プラザ  編集：(N)藤沢市市民活動推進連絡会 

乳がん検診を受ける、早期発見の大切さを伝える、そんな「気づき」と「行動」の世界共通のシンボル

マークです。乳がんの死亡率が高いことから、年に一度のマンモグラフィー検診を受ける事を推奨してい

ます。10 月 1 日をピンクリボンデーとして、東京都庁舎やレインボーブリッジ、東京タワー、名古屋城

などがピンク色にライトアップ（もしくは電球をピンク色に交換）して大勢の人に視覚というかたちでピ

ンクリボン運動をアピールしています。 

 

先月号にて、団体紹介に関するお知

らせを行いました。それ以降多くの方

からお問合せをいただき、現在作成中

です。引き続き掲載希望の団体を募集

しています。 

 

〒252-0804 

 藤沢市湘南台 1丁目 8番地 湘南台文化センター2階 

TEL ＆ FAX ：0466－45－0111 

E-mail  ：f-npoplaza@shonanfujisawa.com 

ホームページ ：http://plaza.f-npon.jp 

開館日  ：水・木・金・土 曜日 

開館時間 ：9:00～17:00 

運営団体 ：(N)藤沢市市民活動推進連絡会 

時間の関係で作成した地図を持って「まち歩き」をし、

現状がどうなっているかについて精査することや、地震時

にどこでどのような事が起こりえるのかを想定させるまで

はできませんでした。ただ、当初の目的の地域を知ってど

こに危険があり、どこが安全か理解できたと思います。 

また参加者には活発に議論し、自ら考え、手を動かし地

図を作成してもらいました。一方的に聞くだけの講演より

手応えを感じ、これからも機会があれば、地域の防災担当

として防災推進を続けていきたいと思っています。 

講師の中根義之さん 


